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�．序論

韓国における茶としては、緑茶に加え、とう

もろこし茶・麦茶・ゆず茶などの茶がある。こ

のうち緑茶に関しては、宝城（ポソン）、河東

（ハドン）、済州（チェジュ）などの産地があ

り、産地ごとに緑茶の生産・消費拡大に向けた

取組みが行われている。しかしながら、韓国に

おいては日本のように緑茶を飲む習慣がほとん

どなく、その一方でコーヒーの消費が増えてい

る状況にある。加えて、２００７年には緑茶への農

薬散布が大々的に取り上げ、社会的関心事にな

るなど、緑茶の生産と消費を取り巻く環境は厳

しいものになってきている。

近年の韓国の緑茶産業に関する研究として

は、朴ムンホほか（２００８）、金京姫（２０１１）な

どがある。それぞれの特徴については、以下の

通りである。

まず、朴ムンホほか（２００８）は韓国における

緑茶産業の動向を解明し、日本・中国・台湾な

どとの比較を通して、韓国の緑茶産業の競争力

について解明している。ここで提示されている

韓国緑茶の競争力向上のための方策としては、

�親環境かつ高品質の緑茶生産・流通基盤の構

築、�緑茶消費拡大のための教育ならびにプロ

モーション活動の必要性などがある。

次に、金京姫（２０１１）は消費者に焦点を当て

て研究を行っている。ここでは、緑茶消費者に

対するアンケート結果の分析を通して、緑茶消

費拡大のための条件が提示されている。まず、

消費者の嗜好を分析した高品質の緑茶生産・供

給である。次に、一般的な緑茶の普及のための

大衆ブランドの開発・普及の必要性である。

一方で、日本においてはこうした韓国の緑茶

に関する研究はほとんどないというのが実情で

ある１）。そこで、本研究では、韓国の緑茶産業

と産地システムについて解明することを目的と

する。これは、韓国の緑茶産業や茶産地に関す

る日本での資料の不足し、研究が少ないという

状況を鑑み、これを補うための研究という性格

を持っているためである。

そこで、本研究では上記の課題を解明するた

め、まず韓国における各種研究報告書をもと

に、韓国における緑茶の生産・消費構造を考察

する。次に、韓国の茶関連産業の対応として、

済州産の緑茶を主に利用している�アモーレパ

シフィック（以下、アモーレパシフィックと略

す）の緑茶関連部門の対応を考察する。さらに、

宝城や河東といった緑茶産地の対応とそこでの

関連産業の動向を考察する。最後に、これらの

内容をもとに韓国における緑茶産業の発展方向

について展望する。
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�．韓国における緑茶生産と関連市場の
概況

１．緑茶生産と産地の概況

表１は、生産動向の概要を示したものであ

る。１９９５年から２０１０年でみると、面積は７１５ha

から３，２６４ha、生産量は６９９トンから３，５８６トン、

農家数は１，１７９戸から４，７６５戸への大幅な増加を

示している。期間全体では大幅な増加が見られ

るが、２００７年をピークとして面積や農家数は減

少傾向にある。これは、２００７年の緑茶農薬問題

が影響していると考えられる。生産量は２００７年

から２００８年まで増加している。２００９年に減少を

示すものの、２０１０年には再び増加を示している。

表２は２０１０年における主要産地別の生産状況

である。主要産地として、全羅南道、慶尚南道、

済州特別自治道が挙げられているが、前者の２

地域にはそれぞれ宝城と河東が含まれている。

なお、栽培面積は全羅南道で１，５９９ha、慶尚南

道で１，１４５haである。シェアはそれぞれ４９．０％

と３５．１で、全羅南道が栽培面積のほぼ半分を占

めている。

同様に、生産量をみると全羅南道２，２９１トン、

慶尚南道６４８トン、済州特別自治道５０２トンであ

る。全羅南道のシェアは６３．９％であり、慶尚南

道と済州特別自治道はそれぞれ１８．１％と１４．０％

である。生産量も全羅南道が圧倒的に多くなっ

ている。一方、慶尚南道と済州特別自治道は、

栽培面積では大きな差があるものの、生産量で

は栽培面積ほどの顕著な差は見られない。

ここで、表３をもとに産地の動向をさらに詳

しくみていきたい。全羅南道には宝城を含め

て、１０の産地があり、緑茶の生産・販売が行わ

れている。求礼や順天などの宝城に次ぐ産地も

存在するが、栽培面積や生産量、農家数の面で

宝城が他を圧倒している。次に、慶尚南道では、

河東を含めて３つの産地があるが、河東が他の

産地を圧倒し、道内の最大産地となっている。

済州特別自治道は、旧・西帰浦市と旧・南済州

郡といった済州島南部地域が産地となってい

る。旧・南済州郡が旧・西帰浦市を上回ってお

り、ここが済州島における主要産地になってい

る。

表２では、詳細に触れることができなかった

表１ 韓国における茶の生産状況 （単位：ha、トン、戸）

区 分 １９９５年 ２０００年 ２００５年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

面 積 ７１５ １，５３０ ３，０４２ ３，８００ ３，７７４ ３，６１６ ３，２６４

生 産 量 ６９９ １，４３４ ３，３０９ ３，８８８ ３，９３６ ３，２６６ ３，５８６

農 家 数 １，１７９ ２，３６３ ４，４５７ ５，５１２ ５，２２９ ５，０３１ ４，７６５

資料：アモーレパシフィック雪緑事業部「国内茶市場および生産現況」、４ページ。

表２ 主要産地別の緑茶生産状況（２０１０年） （単位：ha、トン、％）

区 分 全羅南道 慶尚南道 済州特別自治道 その他 韓国全土

面 積 １，５９９ １，１４５ ３５４ １６６ ３，２６４

割 合 ４９．０ ３５．１ １０．８ ５．１ １００．０

生 産 量 ２，２９１ ６４８ ５０２ １４５ ３，５８６

割 合 ６３．９ １８．１ １４．０ ４．０ １００．０

資料：表１の資料の５ページ。
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が、その他の産地は、全羅北道や光州広域市に

も存在する。なかでも、全羅北道の井邑市は製

品生産量の面では他の産地よりも少ないが、農

家数や栽培面積では一定量あり、今後の対応に

よっては産地として浮上する可能性もあると考

えられる。

このように、韓国における緑茶産地として

は、宝城、河東、済州などの三大産地が存在し

ている。なかでも宝城は面積、生産量の面で他

の産地を圧倒し、韓国最大の産地となってい

る。これらの地域は、いずれも韓国の南部地域

に位置し、これら産地を中心に緑茶関連産業が

形成されている。

表３ 韓国内の栽培面積と生産量 （単位：ha、トン、戸）

区 分
栽培面積 製品生産量 農家数

２００５年 ２００８年 ２００５年 ２００８年 ２００５年 ２００８年

全羅南道

宝 城 郡 ８８６ １，１６４ １，２４６ １，３２７ ９８２ １，０９７
康 津 郡 ４９ ５７ ５８ １４８ ２０ ３４

海 南 郡 ９４ ７５ ９１ １２２ ５０ ５０

霊 岩 郡 ３３ ７５ １３４ １３４ ９ ９

求 礼 郡 ２８５ ２２９ ２７０ ２７０ ９８１ １，００４

光 陽 市 ９７ １１０ ８６ １５０ ２８２ ４２４

順 天 市 ２１２ １９６ ３４８ ３３４ １１６ １１６

和 順 郡 ３９ ３９ ５０ ５０ ３０ ３１

長 興 郡 ５０ ５２ ２６ ２８ ３９ ４０

谷 城 郡 ７７ ６８ ４０ ２２ ３５ ４０

そ の 他 ８０ ８５ １２３ ５２ １４３ ９２

小計 １，９０２ ２，１５０ ２，４７２ ２，６３７ ２，６８７ ２，９３７

慶尚南道

泗 川 市 ５４ ６５ １０ ３６ １３ １２４

河 東 郡 ６７９ １，０１８ ３６４ ６９８ １，７５７ １，７９１
山 清 郡 ８２ ７８ ９１ ４１ ２５０ ３２３

そ の 他 ４８ ７０ ９４ １１ １０６ ２２

小計 ８６３ １，２３１ ５５９ ７８６ ２，１２６ ２，２６０

済州特別
自治道

西 帰 浦 ５０ ５０ １５０ １５０ ５ ５

南 済 州 ２５２ ２５２ ３３１ ３３１ ４８ ４８
小計 ３０２ ３０２ ４８１ ４８１ ５３ ５３

全羅北道

井 邑 市 ２５９ ２８９ ３６ ７７ １６７ １０６

高 敞 郡 ４１ ６５ ２０ ６２ １２ １４

そ の 他 ５ ４ １ ２ ７ １６

小計 ３０５ ３５８ ５７ １４１ １８６ １３６

光州広域市 １３ １７ ５ １７ １ ２

小計 １３ １７ ５ １７ １ ２

合計 ３，３８５ ４，０５８ ３，５７４ ４，０６２ ５，０５３ ５，３８８

註：西帰浦と南済州はもともと西帰浦市と南済州郡であったが、合併により２００６年に西帰浦市となった。本稿では
別々に表記した。

資料：表１資料の４～５ページを一部改編。
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２．緑茶関連市場の概況

� 緑茶の輸入動向

図１に韓国の茶の輸入動向を示す。２００８年ま

では玄米緑茶の輸入量が多く、ピークの２００４年

で２，４７０トンが輸入されている。しかし、以後

は減少を続け、２００９年には紅茶・半発酵茶の輸

入が玄米緑茶の輸入を上回っている。

一方、紅茶・半発酵茶は２００４年から増加を続

け、ピークの２００７年で７１７トンを輸入し、以後

は２００９年まで減少していた。しかし、２００９年か

ら２０１０年で３７７トンから５６１トンにまで増加して

いる。緑茶に関しては、全期間を通して他の茶

に比べて低調である。

次に、茶類の輸入額をみておこう（図２）。

玄米緑茶は２００５年の５３４万９，０００ドルをピーク

に、以後は減少を続け、２０１０年時点で７７万ドル

まで減少している。これは、２０００年の１９１万７，０００

ドルを大きく下回っている。一方、紅茶・半発

酵茶は２００６年の６１６万８，０００ドルをピークに減少

を続け、２００９年には２８４万ドルまで減少した。

しかし、２０１０年には再び回復し、４０３万７，０００ド

ルまで増加している。

半発酵茶の場合は２０００年当初の１６２万ドルに

比べ、２倍以上の増加を示している。緑茶は２００６

年の３０万ドルをピークに減少を続け、２００９年に

は６万１，０００ドルまで減少しているが、２０１０年

には再び回復している。

これまでの内容をもとに、韓国における茶類

の輸入動向の特徴をみると、�緑茶の量と金額

が他の茶に比べて著しく低い、�紅茶・半発酵

茶の輸入量と輸入額が増加していることが挙げ

られる。まず、�については、韓国では国内の

緑茶産業の規模が日本や中国に比べて小さく、

地域との結びつきも日本以上である。そのた

め、緑茶産業の動向が地域経済に与える影響も

大きい。そこで、輸入される緑茶については高

率の関税がかけられている。このため、�のよ

うな結果になったと考えられる。

このほか、�については韓国人の健康に対す

る関心が高まったことがある。特に、紅茶・半

発酵茶のうち、輸入増加に影響を及ぼしている

のは半発酵茶であるとみられる。これは、TV

などのメディアで半発酵茶がクローズアップさ

れ、それに伴うブームが起きたためである。こ

れが輸入増加につながっていると考えられる。

� 緑茶の市場規模の推移

韓国における茶市場の規模は、２０００年の１，０４０

億ウォンから２０１０年には１，１６６億ウォンへと拡

大を示している。しかし、ピークは２００４年の

１，６７７億ウォンで、以後、減少を示している。

特に、２００７年の緑茶騒動により、６８７億ウォン

にまで減少した後、２００９年からは２０００年ごろの

水準に回復している。

表４は、２０００年から２０１０年の韓国における企

図１ 茶の輸入量の推移

資料：表１資料の８ページをもとに作成。

図２ 茶の輸入額の推移

資料：表１資料の９ページをもとに作成。
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業別の緑茶のシェアである。期間全体を通し

て、雪緑茶のシェアが高く、２０００年時点で

５７．８％、２０１０年時点で４２．９％である。一方、東

西は２０００年の１３．５％から２６．８％までシェアを拡

大し、緑茶園も０．９％から７．０％まで大幅にシェ

アを拡大している。

この背景には、企業間の製品戦略の差がある

と考えられる。たとえば、緑茶園や東西の場合

は、比較的安価のティーバックの商品を販売し

ている反面で、雪緑茶の場合は１０，０００ウォンか

らの比較的高価な茶も販売している。さらに、

原料に関しても雪緑茶の場合はすべて韓国産を

使用している。こうした対応の差が市場シェア

の変化に影響を与える要因になったのではない

かと考えられる。

表５は、飲料メーカーの取扱商品を示したも

のである。緑茶飲料を含む茶飲料は、その他飲

料に分類されている。表５の全メーカーで茶飲

表４ 韓国における茶市場規模 （単位：％）

区分 ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０

雪緑茶 ５７．９ ５７．６ ５４．５ ５３．１ ５３．８ ５２．９ ５１．５ ５２．４ ５２．１ ５０．５ ４２．９

東 西 １３．５ １２．９ １４．５ １５．２ １４．９ １８．３ １９．８ １７．９ １７．６ １８．９ ２６．８

緑茶園 ０．９ ２．０ ４．８ ４．９ ４．８ ５．７ ６．３ ６．９ ７．１ ７．６ ７．０

国 際 １０．３ ９．９ ８．７ ９．３ ８．９ ５．７ ４．９ ５．３ ５．５ ５．７ ５．８

リプトン １．３ １．３ １．３ １．３ １．３ １．３ １．３ １．３ １．３ １．３ １．３

その他 １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２ １６．２

全 体 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

註：茶葉に関するもので、飲料は除く。
資料：表１に同じ。

表５ 飲料メーカーにおける茶関連製品（２０１０年）

ロッテ七星 ヘテ飲料 コカコーラ 東亜大塚 熊津食品 東遠 F&B

果実飲料 ○ ○ ○ ― ○ ○

炭酸飲料 ○ ○ ○ ○ ― ―

その他
飲料

コーヒー ○ ○ ○ ○ ― ―

機能性飲料 ○ ○ ― ○ ○ ○

スポーツ飲料 ○ ○ ○ ○ ― ―

茶類 ○
（５品目）
今日のお茶

○
（３品目）
純白茶

○
（２品目）

○
（３品目）
二番目の緑茶

○
（４品目）

○
（７品目）
東遠宝城緑茶
発芽玄米緑茶
サウォル愛宝城緑茶

豆乳 ○ ○ ― ○ ― ―

ミ ネ ラ ル
ウォーター ○ ○ ○ ― ― ○

註１：○は茶関連製品があることを示し、－はないことを示す。
註２：太字は緑茶飲料である。
資料：食品流通年鑑２０１１（１９２ページ）、東遠 F&Bホームページなどをもとに作成。
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料の製造が行われているが、緑茶飲料は６社中

４社で製造されている（ロッテ七星、ヘテ飲料、

東亜大塚、東遠 F&B）。それ以外のメーカーは、

緑茶以外の麦茶、とうもろこし茶、とうもろこ

しのひげ茶、紅茶などが製造されている。これ

らの緑茶以外の飲料は、多くのメーカーで共通

して製造されている。

そのうち、東遠 F&Bはメーカーのなかでは

最も多い、３種類の緑茶飲料を製造している。

これらの緑茶には「宝城緑茶」の文字が商品名

に入り、宝城の緑茶が使用されている。このほ

か、ロッテの「今日のお茶」は緑茶以外の茶も

あるが、ロッテの緑茶飲料には「河東緑茶」の

文字があり、河東の緑茶が使用されている。こ

のほか、各産地の農協が緑茶飲料を製造する場

合もある。

このように、緑茶葉の市場では雪緑茶のシェ

アが約半数を占めていた。茶飲料については、

緑茶以外の茶飲料の生産がどの企業でも行われ

ている反面、緑茶飲料は特定の飲料企業に集中

していた。商品も緑茶と玄米茶以外に緑茶を利

用した製品（日本のほうじ茶や濃い目の緑茶な

ど）はみられなかった。このように、緑茶を取

り巻く環境は日本とは大きく異なる面があると

みられる。

�．緑茶関連事業者ならびに産地の対応
分析

１．アモーレパシフィックの緑茶部門におけ

る対応

アモーレパシフィックは韓国最大の化粧品企

業である。同社は、化粧品以外に緑茶部門を所

有し、先述の雪緑茶はアモーレパシフィックの

製品である。ここでは、同社の緑茶部門である

「オーソルロク」関連事業と緑茶部門を中心に

述べることにする。

まず、化粧品企業である同社が緑茶栽培・緑

茶の生産に着手したのは、１９６０年代である。同

社によれば、創業者の徐成煥（ソ・ソンファン）

が化粧品の市場開拓を行い、各国を回るなかで

各国に独自の飲茶文化があるのに、韓国ではな

ぜなくなってしまったのかという疑問をもった

ことがあった２）。そうしたなかで、飲茶文化を

韓国にも根付かせるという目的があった。

そこで、韓国での茶文化を復活させることを

考えることになる。しかし、当時は、緑茶産業

が産業として成立しないと考えられていた。そ

うした状況にもかかわらず、緑茶栽培地の選定

などを行い、済州島が候補として上がることに

なった。そして、済州島で緑茶を栽培すること

になったのである。

１９７９年からは、済州産の緑茶に「オーソルロ

ク」のブランドで販売を開始することになっ

た。その後、２０００年には、済州島にオーソルロ

クティーミュージアムという緑茶関連の博物館

を開設・運営した。さらに、オーソルロクのお

茶を利用したお菓子などを楽しむことができる

「オーソルロクティーハウス」などの運営も

行っている。

現在、同社は茶園を済州島と全羅南道の康津

に所有している。ティーミュージアムは済州島

に１ヶ所があるが、ここでは韓国の茶文化史、

世界の茶文化史、オーソルロクのブランド史、

茶の製造体験、ティーショップ、ティーハウス、

お茶についての学習が可能なティークラスが設

けられている。このように、韓国の茶文化とオー

ソルロクの茶について学べる複合空間となって

いる。もちろん、これは同社にとって茶文化を

広めるという目的もあるが、消費者へ自社の茶

をアピールすることで販売拡大、さらにはそれ

を通した企業全体のイメージアップを目的とし
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たものであると考えられる。

次に、同社が扱っている緑茶関連製品（緑茶

成分を利用した化粧品はここでは除く）につい

てみていこう。同社の茶のラインとしては、オー

ソルロクとソルロクの２つがある。前者は百貨

店やティーハウス用の製品であり、後者は量販

店やスーパー用の製品である３）。表６に製品数

と平均価格を示す。

同社のホームページによれば、オーソルロク

の製品はマスターズティー、緑茶、発酵茶、紅

茶、ハーブティー、スペシャルティーに分類さ

れている。マスターズティーは文字通り、高級

緑茶であり平均価格が９４，０００ウォンとなってお

り、他に比べると圧倒的に高く、最高で１５０，０００

ウォンである。その他のものは、２０，０００ウォン

台を推移している。当然、茶葉の方がティーバッ

クよりも高い。茶葉は一般的に２５，０００ウォンだ

が、ティーバック（１０袋入り）は１５，０００ウォン

で販売されている。また、百貨店やティーハウ

ス用のブランドであることから、値段も高く、

高級緑茶のブランドになっている。

表７に、ソルロクの製品と平均価格を示す。

オーソルロクとは異なり、価格は比較的低い。

平均価格も緑茶の茶葉で１０，０００ウォンを超える

ほか、その他では１０，０００ウォン以下となってい

る。先ほどのオーソルロクとは異なり、発酵茶

や紅茶のカテゴリーに入る商品は取り扱われて

いない。

しかし、一方では「水出し緑茶」や「水出し

玄米茶」など、オーソルロクには見られない商

品もみられる。ティーバックに関しては、１００

袋や２００袋といった大容量サイズもある。つま

り、量販店やスーパーなどで販売される商品で

価格が抑えられ、製品も茶葉よりもティーバッ

クが多くなっていることから、実際に消費者が

日常生活で飲むお茶という位置づけになってい

ると考えられる。

さらに、緑茶葉やティーバックの製品に加え

て、緑茶の成分に着目して開発した製品の販売

表６ オーソルロクの製品と平均価格（２０１２年３
月現在） （単位：ウォン）

分類 製品数 平均価格 備考

マスターズティー ５ ９４，０００
最高価格
１５０，０００ウォン

緑茶 １７ １９，６７６

茶葉 ９ ２３，８８９

ティーバック ８ １４，９３８

発酵茶 ６ ２５，８３３

茶葉 ５ ２８，０００

ティーバック １ １５，０００

紅茶 １１ ２０，４０９

茶葉 ５ ２７，０００

ティーバック ６ １４，９１７

ハーブティー １５ ２７，０００
最高価格
７０，０００ウォン

茶葉 ９ ３５，０００

ティーバック ６ １５，０００

スペシャルティー ５ １８，９００

茶葉 ２ ２５，０００

ティーバック ３ １４，８８３

註：期間限定の製品などがでることがあるので、実
際の製品数とは異なることがある。

資料：オーソルロクホームページをもとに作成。

表７ ソルロクの製品と平均価格（２０１２年３月現
在） （単位：ウォン）

分類 製品数 平均価格 備考

緑茶 ２０ ９，７００
最高価格
２２，０００ウォン

茶葉 ５ １４，５８０

ティーバック １５ ８，０７３

ハーブティー １０ ６，９７３
最高価格
９，９００ウォン

茶葉 ２ ９，４００

ティーバック ８ ６，３６６

註：セットで販売される製品は除いている。
出所：Ｅマートモールで取り扱われるソルロクの販

売価格を参照して作成。
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も行われている。プラスラインとして、先述の

粉緑茶、水出し茶に加え、緑茶ラテがあるほか、

緑茶成分を利用した粉末飲料も販売している。

価格は６，０００ウォンから１３，５００ウォンまであ

り、オーソルロクの製品とは異なり、消費者が

手軽に購入できる価格となっている。

このように、アモーレパシフィックは化粧品

企業ではあるが、韓国の茶文化普及のために緑

茶部門を保有し、そのための取組みを進めてい

る。もちろん、化粧品企業であるので、緑茶を

利用した化粧品の販売も行っている。緑茶に関

しては、オーソルロク、ソルロクのブランドが

あり、それぞれ前者が高価格の緑茶、後者は消

費者が手軽に購入できる価格となっていた。前

者は茶葉が多く、後者はティーバックが多く

なっていた。このほかにも、緑茶成分を利用し

たスティック飲料を販売している。これらの原

料のうち緑茶関連の部分は自社茶園から調達し

たもので、韓国産茶葉にこだわっているという

特徴がある。

加えて、同社の緑茶の主産地である済州に

ティーミュージアムを設置・運営し、韓国や世

界の茶文化が体験できるようにしている。さら

に、ティーハウスを運営し緑茶や緑茶を利用し

たデザートを楽しむことができるようにしてい

る。このように、緑茶産業の発展、茶文化の普

及、自社イメージの向上のための取組を進めて

いる。飲料会社ではなく、化粧品会社が緑茶産

業に関わっており、リードしているという点は

日本とは異なる点であるといえる。

２．緑茶産地における対応�－河東

河東は宝城に次ぐ、韓国第二の緑茶産地であ

る。農家数や面積などは表８に示す通りであ

る。緑茶の生産としては、全体で２，１０８トンで

ある。内訳をみると高級茶が３０２トン（１５％）、

ティーバックが１，８０６トン（８５％）となってお

り、ティーバックの生産量が多くなっている。

河東の緑茶は、河東自体が韓国における栽培

開始の地であること、新羅時代から当時の王た

ちにより緑茶が飲まれていたことなどから、「王

の緑茶」というネーミングが入っている。この

河東緑茶の産地育成などに関わっているのが、

�河東緑茶研究所（以下、河東緑茶研究所とす

る）である。

河東緑茶研究所は、２００７年１０月に開所した研

究所で、半官半民で運営されている。研究所設

置に関わる動きとしては、２００５年の時点から始

まっていた。研究所設立の目標としては、「緑

茶の科学的研究のための人的・物的インフラを

構築し、食・医薬品および機能性素材開発など

の革新的技術開発を遂行し、地域経済発展に資

すること」４）とされている。

研究所の人員は２０名（所長、専任研究員６名、

補助研究員５名、行政支援６名、工場２名）で

ある。研究所は企業支援室、研究開発室、遺伝

資源開発室、行政室の４つから構成されてい

る５）。企業支援室では、人材や製品開発への支

表８ 河東における生産の現状

栽培現状 生産現状（トン）

農家数
（戸）

栽培面積
（ha）

混作面積
（ha）

所得額
（億ウォン）

高級茶
（雨前～大雀）

ティーバック 茶合計

２，１０６ １，０３２ ８５ ２８０ ３０２ １，８０６ ２，１０８

資料：河東緑茶研究所資料。
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援が行われ、研究開発室では有用物質の分析、

素材開発などが行われている。遺伝資源開発室

では栽培技術、優良品種の育成などが行われ、

行政室ではネットワーク構築、情報支援などを

行っている。

研究所のビジョンには３F戦略と呼ばれる戦

略がある。これは、韓国の緑茶を既存の緑茶生

産国である日本緑茶、中国緑茶、台湾緑茶といっ

た各国の緑茶との差別化を図り、河東の緑茶を

世界に広げることを目的としたものである。そ

の際の３Fとは機能性緑茶（Functional tea）、

フュージョン緑茶（Fusion tea）、環境にやさし

い緑茶（eco-friendly tea）の頭文字をとったも

のである。こうした特長を持った河東緑茶の生

産を通して、他国の緑茶との差別化を図ろうと

している。

先述のように、同研究所は製品の開発を行う

ことがその主要な業務に入っているが、これま

でに緑茶やその成分を応用した製品の開発も

行ってきている。緑茶成分を利用したダイエッ

ト用の顆粒飲料、緑茶ゼリー、緑茶粥、緑茶ラ

テ、緑茶の自販機、鉢植えなど多様な製品の開

発を行ってきている。

次に、河東の農協での対応についてみておこ

う。ここで事例とするのは、花開（ファゲ）面

にある花開（ファゲ）農協である。花開農協は

１９７０年に業務を開始し、今日に至っている。表

９には農協の概要を示す。管内の人口の３分の

１弱が組合員で、組合員の３分の１ほどは女性

である。同農協は本店１ヶ所、加工事業所１ヶ

所、経済事業所１ヶ所、ハナロマート（小売店）

１ヶ所、ガソリンスタンド１ヶ所といった施設

を構えている。特に、この加工場では緑茶を中

心に、栗、梅、蜂蜜など特産物の加工が行われ

ている。

表１０に加工場の概要を示す。１９９１年に加工事

業の計画が策定されて以後、加工場の竣工が行

われて、加工場が完成してからも様々な事業の

支援を受けながら、加工場の施設の拡充などが

行われてきている。この過程では各種の表彰も

受けており、緑茶関連では２００７年５月に社団法

人韓国茶人連合会から「２００７年今年の銘茶賞」

の大賞を受賞し、同賞は２００９年５月にも受賞し

ている。さらに、２０１０年には韓食世界化適合銘

茶大会での発酵茶部門で金賞、緑茶部門では品

質賞を受賞するなどの成果を上げている。この

ほかにも、ISOや韓国の親環境認証などの各種

認証も取得している。

次に、花開農協における茶関連製品をみてお

こう。茶関連製品は緑茶、発酵茶、ハーブ

ティー、緑茶関連加工品がある。表１１に示す通

り、製品数では緑茶とハーブティーが多い。発

表９ 花開農協の概況

管轄
区域

耕地面積（ha）管内人口
（世帯数）

組合員
（女性）

准組合員
（女性）

代議員
（女性）田 畑

花開面 ２６７ ３６６
３，６５１

（１，０４７）
１，３７３
（４８５）

１，９１５
（１，０９３）

５０
（１３）

出所：花開農協『加工事業所概況』より一部抜粋。

表１０ 花開農協加工場の沿革（主なもののみ）

年月 内容

１９９１年８月２０日
雀舌茶の伝統食品加工事業の
基本計画を策定

１９９２年３月３０日
１９９２年 政府支援農水産物加
工事業育成計画確定

１９９２年４月３日
１９９２年 伝統食品開発試験事
業業者に指定される

１９９３年４月２日 加工工場登録

１９９４年８月２日 産地系列加工事業計画の承認

１９９９年１２月２２日
農村加工事業育成事業対象者
に確定

２００２年２月２１日
農林部指定「産地専門組織」
に選定される

資料：表９に同じ。
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酵茶は、各１品目に過ぎず、緑茶とハーブティー

が中心になっている。

また、茶葉とティーバックではティーバック

が多く、緑茶で１０品目、ハーブティーでは１１品

目である。さらに、これらの価格をみると、茶

葉が圧倒的に高い。特に、緑茶は最高価格が１００

�で１３０，０００ウォンの雀舌茶（翠春）で、最も

安価なものがティーバック２５個入りの玄米緑茶

で１，４００ウォンである。

先ほどの、アモーレパシフィックの場合と同

じく、ティーバックは消費者が日常的に飲むも

のとしての位置づけで、茶葉は贈答用としての

位置づけにあると考えられる。さらに、緑茶を

利用した海苔やキャンディー・ゼリーなどの菓

子類などの製品もあり、海苔に関してはミニサ

イズから大判サイズまである。日常的に食する

海苔と緑茶を結びつけるなど、緑茶消費拡大の

ための意図がみられる。

このほか、河東には茶博物館がある。河東の

茶栽培や茶産業の歴史などが学べるようになっ

ているほか、緑茶の試飲ができるようになって

いる。さらに、河東の緑茶の収穫時期に合わせ

て、イベントを行うなど、河東や河東緑茶のア

ピールのための取組みも積極的に行われてい

る。

３．緑茶産地における対応�－宝城

� 緑茶産業の概要

表１２と表１３に宝城郡の緑茶栽培の現状を示

す。表１２によれば、宝城郡の緑茶栽培農家数は

２００６年の１，３５８戸から２００９年には１，０９７戸まで減

少している。これに伴い、栽培面積や収穫量も

減少している。一方で、収穫可能面積は若干の

増加を示している。ここから期間内において

は、緑茶生産が比較的安定して行われているこ

とがわかる。

表１３に親環境認証の動向を示す。２００９年時点

では、親環境認証を受けた農家は５３０戸で、こ

れは全体の４８．３％を占める。認証を受けている

のは多くが大規模農家で、こうした農家を中心

表１１ 花開農協の緑茶関連加工品

分類 製品数 平均価格 備考

緑茶 １９ －
最高価格
１３０，０００ウォン

茶葉 ９ ３８，４４４

ティーバック １０ ３，３００

発酵茶 ２

茶葉 １ ５０，０００

ティーバック １ ２，５００

ハーブティー １９ －
最高価格
２７，０００ウォン

茶葉 ８ ２２，２００

ティーバック １１ ３，８６４

緑茶関連加工品 ７ －
最高価格
１３，０００ウォン

海苔 ５ ４，４６０

菓子類 ２ ３，２００

資料：表９に同じ。

表１２ 宝城郡の茶畑の現状

区分 農家数 栽培面積�（ha） 収穫量（乾葉）（トン） 収穫可能面積� B/A（%）

２００６年 １，３５８ １，１１１ １，５７２ ６５９ ６４．４

２００７年 １，３６８ １，１４８ １，４１０ ９４０ ８２．０

２００８年 １，０９７ １，１６４ １，３２７ ８８５ ７６．０

２００９年 １，０９７ １，０９７ １，２６６ ８４４ ７７．０

資料：宝城郡『農漁村雇用創出と付加価値創出のための宝城緑茶食品産業化育成計画』２０１０年１０月、３ページ。
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に生産が行われているとみられる。栽培面積で

みても６８．７％が親環境認証緑茶の栽培を行い、

宝城緑茶の多くが親環境認証を受けたものであ

ることがわかる。２００６年時点と比較した場合、

親環境認証を受けた農家ならびに栽培面積とも

に増加している。なかでも、有機認証が大きく

増加するとともに、低農薬認証が減少してい

る。つまり、この間に緑茶生産者が有機栽培へ

転換していったことが確認できる。

また、１８農家の４ヶ所の加工場（１２７．４ha）

は、韓国国内の親環境認証のみならず、JASを

はじめとした海外の有機認証を受けている。こ

のようなところでは、韓国国内のみならず、海

外への輸出も視野に入れた取組みが進められて

いる。

次に、宝城における原料生産・加工・流通と

いった分野別の対応をみていくことにする。

第１に、原料生産分野である。先述のように、

２００９年の時点での栽培面積は１，０９７haで収穫可

能面積は８４４haである。栽培面積全体に占める

栽培可能面積の割合が増加していることから、

これに伴って緑茶関連市場が拡大すると、乾葉

の生産量が増加するのではないかと考えられ

る。

第２に、加工分野である。緑茶の加工に関し

ては、生葉を加工する１次加工の過程と緑茶を

完成品として加工する２次加工の過程がある。

宝城郡の場合は、多くの製茶業者が１次加工設

備を持っているので、１次加工を行った後は２

次加工を行うか１次加工を行ったものを外部の

加工業者に販売するのが一般的である。

地域内の加工業者のなかには、一部ではある

もののティーバック、緑茶味噌、緑茶コチュジャ

ンなどの加工設備を持っているところもある。

なお、宝城の１次加工設備の場合、１日当たり

の処理量は最高で５５．４トンの生葉が処理でき、

年間では約１，３８５トンの乾葉を処理することが

できる。

このほかにも、韓国国内の茶類消費の減少を

受けて、２００９年から緑茶関連製品開発事業を行

い、８億ウォンを投資して、宝城緑茶油、緑茶

豆腐、緑茶ラテなどの関連食品産業の育成を

行っているが、規模や組織などの面での問題を

抱えている。

第３に、流通分野である。宝城の製茶業者に

よる完成品は茶葉とティーバックに分けられて

いる。茶葉の場合は、雨前、穀雨、細雀の３種

類に限って郡守品質認証と地理的表示制の対象

となっている。こうした製品の多くは宝城への

観光客やネット販売を中心に流通している。こ

うした一部の完成品を除いた多くの宝城緑茶は

地域外の加工業者に販売されるケースが多く

なっている。

地域外への販売は少数の製茶業者により行わ

れているが、資金力やマーケティングの不足、

専門的な人材の不足などの面の弱点を抱えてい

るため、全国的な流通が困難なものになってい

る。そのため、全国的な流通網の構築が課題と

なっており、現状の小規模零細の製茶業者を中

心とした流通構造から大規模化などへの転換が

重要な課題となってきている。

表１３ 宝城郡の親環境認証緑茶の現状

認証区分
農家数（戸） 栽培面積（ha）

２００６年 ２００９年 ２００６年 ２００９年

有 機 １６ ４７ １４８．６ ２５０

転 換 期 ５ ５２ １６．６ ６９

無 農 薬 ３ ４３０ ２３．６ ４１１

低 農 薬 ２５８ １ ２９４．８ ２４

合計 ２８２ ５３０ ４８３．６ ７５４

資料：２００９年は表１２に同じ、２００６年については宝城
郡（２００７）の１０ページを参照。
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� 緑茶産業育成のための対応

宝城郡では、緑茶産業の育成として２０１１年か

ら２０１４年の間に各種の事業を行うことになって

いる。原料供給、加工・生産施設の拡充、研究

開発と大規模化、安定的な販路確保という４つ

の事業に分かれている。表１４にみられるよう

に、商品開発が８０億ウォン、加工・生産施設拡

充が３０億ウォンで、これらが産業育成のための

重要な事業になっている。

このほかにも、流通・マーケティング関連の

事業が２８億ウォンとなっている。製品開発と販

売網構築事業の合計額が１０８億ウォンで全体の

約７６％を占めている。各分野の現状で指摘した

ように、流通・マーケティング分野という、こ

れまで比較的弱いとされてきた分野の強化が事

業の中心に置かれている。この事業推進に関わ

る機関としては、事業を総括する宝城郡を中心

に、緑茶事業団、宝城茶生産者組合、韓国食品

研究院、宝城緑茶営農組合法人、緑茶研究所の

５つの機関がある。事業主体は宝城郡である

が、流通に関しては緑茶事業団に加えて、宝城

茶生産者組合が担当している。事業は２０１１年の

３月から実施されており、事業費は８０億ウォン

である。

このように、宝城では緑茶生産に加えて、緑

茶産業育成のための支援対策が講じられてい

る。なかでも、流通・マーケティングといった、

従来目を向けられてこなかった分野の強化が重

要な対策になっている。さらに、販路が限定さ

れているという問題もあったので、流通網の構

築を進めていくことが今後重要になっていくと

いえる。

表１４ 分野別の推進事業の内訳

分 野 事 業 名
事業費

（百万ウォン）
主要事業内容

原料供給
基盤拡充

緑茶官能評価士の養成・製茶技術教育 ２００
・官能評価士の養成
・製茶技術教育

緑茶の安全性管理体制の確立 １２０
・残留農薬検査
・郡守品質認証制

国際有機認証獲得・管理 １２０ ・有機認証の面的拡大

加工・生産
施設拡充

有機加工工場の建設 ２，０００ ・工場建設

宝城緑茶の RFID/USN産業化 １，０００
・トレーサビリティシステムの構
築

商品開発
緑茶抽出物を利用した機能性食品・関
連製品開発

８，０００
・開発研究領域
・生産施設構築

販売網構築

ブランド・流通マーケティング活性化 ２，０００
・広告、CM制作
・国内外の博覧会参加
・海外市場の開拓

茶製造体験観光の活性化 ８００
・指導者、賃貸料の支援
・オールシーズン対応の茶製造体
験場の設置

合 計 １４，２４０

資料：表１２に同じ。
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�．結論

これまでみてきたように、韓国の緑茶産業・

緑茶産地では様々な対応が取られていた。ア

モーレパシフィックの場合は、茶葉を百貨店用

とスーパー用の商品に分けて販売し、茶文化の

普及と企業イメージのアップに重点を置いた取

組みを行っていた。

河東や宝城の場合は、韓国の大産地という特

徴、さらには両産地の歴史や茶の特徴を活かし

た取組みがなされていた。自治体が主体となっ

ているほか、緑茶研究所が製品開発や農家支援

において中心的な役割を果たしていた。研究所

の運営主体は、河東の場合は第三セクター、宝

城の場合は郡所属機関であり、運営主体が異

なっていた。

しかし、これらの産地における茶の販売をみ

ると、前述のアモーレパシフィックとは異なる

問題を抱えていた。それは、流通網の構築とマー

ケティングである。茶の販売が地域内に限定さ

れていることに加えて、規模が零細なこともあ

り、全国的な流通網の構築は行われていないと

いう問題があった。したがって、こうした流通

網の構築や生産・販売体制の組織化が今後、重

要な課題になっていくといえる。

最後に、日本との違いと示唆点について述べ

ておきたい。日本とは異なり、韓国ではティー

バックが普及している。そのため、韓国で緑茶

というと高級緑茶とティーバックに二分されて

いる。そのため、金京姫（２０１１）が指摘するよ

うに、日本のようにティーバックと高級茶葉の

中間に位置するような茶葉はさほどみられな

い。したがって、こうした茶の開発と普及が必

要になっていくと考えられる。

一方で、緑茶成分を利用した製品（化粧品や

粉末飲料）などが比較的多いという特徴もあ

る。これは、韓国では日本よりも緑茶の飲用が

一般的ではないことから、緑茶葉以外のところ

で緑茶を利用した製品で消費者に訴えるという

目的があると考えられる。こうした緑茶成分を

利用した各種製品の開発については、日本に対

しても示唆を与えるところがあるのではないか

と考えられる。

いずれにしても、河東のところでも若干述べ

たが、韓国は日本や中国とは異なる緑茶産業の

育成により、世界市場へ進出とするという目的

を持っている。日本の場合は、こうした韓国の

戦略を見据えた上で、海外進出を進めていくこ

とが今後重要になっていくといえる。
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